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「がん登録推進法に関する病院等説明会での質疑応答」 

分類 番号 質疑 応答 備考 
届出 

(記載) 
1 届出の氏名について、外国人のような長い名前

の場合、どのように届出票に記載するのか？ 
届出マニュアル P25 を参照いただきたい 
また、備考欄の活用で対応いただきたい。 

 

届出 
(記載) 

2 他院で 2016 年に診断された者について、当院

で 2018 年初診があり継続治療した場合、がん

登録の診断日は？当院での初診日を記入する

と、他院との診断日に齟齬があるのでないか？ 

前医で診断された患者は、病院に来られた初診日

を記入願う。診断日が異なっていても、診断日の

整理は県（がん登録室）が行う。 
 

 

届出 
(方法) 

3 PDF ファイルでの届出の際、CSV として添付

した情報には個人名等の個人情報は入ってい

るのか？ 
また、添付されるファイルは暗号化され、兵庫

県へ提出するのか？ 

全国がん登録分の届出内容は、基本、従来と同じ

で、法に基づき個人情報は届出の対象である。 
また、添付したファイルは暗号化される。資料２

のスライド番号 15 番を参照いただきたい。 
当面の間は、USB メモリなどの方法で県へ提出い

ただく予定である。 

 

届出 
(方法) 

4 届出方法としては、PDF ファイルに保存して届

け出るということだが、（電子）メールで送る

のか？ 

他府県では専用回線を設置して対応するところも

あると聞いているが、当県としてはレターパック

等の履歴が残る方法で、当課へ届けていただきた

い。 

 

届出 
(方法) 

5 CSV ファイルは具体的にどのような方法で送

るのか？ 
送付方法が確定すればホームページ等で周知した

いと考えている。 
現時点では、PDF ファイルに CSV ファイルを添

付したうえで USB メモリに保存し、レターパッ

ク等の履歴が残る方法で郵送いただき、処理が終

われば、USB メモリをお返しする。 
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分類 番号 質疑 応答 備考 
届出 

(方法) 
6 届出データはCSVからPDFに変換されるとい

うことか？ 
 

PDF ファイルのファイル添付機能を利用し、暗号

化のうえ、PDF が作成されると聞いている。実際

には、2016 年 1 月 4 日以降に開設される専用サイ

トにアクセスして確認いただきたい。 
 

 

届出 
(方法) 

7 届出形式について、PDF をダウンロードして届

出することは理解できたが、Hos-CanR Lite を

使った場合も同様に USB メモリで届け出るの

か？ 

Hos-CanR Lite から届出対象を CSV ファイルに

抽出、USB メモリに保存し、レターパック等の履

歴が残る方法で郵送いただき、処理が終われば、

USB メモリをお返しする。 
 

 

届出 
(方法) 

8 届出をする USB は持参でも構わないのか？ 届出いただく個人情報が漏れないということが重

要で、間違いなく、確実で安全な方法であれば持

参でも構わない。この場合、盗難、紛失等の恐れ

があることに留意願いたい。 

 

2015
年診断

例まで

の届出 

9 全国がん登録には 2016 年診断例以降のがんを

届出し、地域がん登録には 2014 年、2015 年診

断例のみで、2016 診断例については届出しな

くてもいいということか？ 
 

現時点までの登録データを都道府県がんデータベ

ースへ移行すると、2013 年までのデータについて

は更新できない状態になるため、2014 年、2015
年診断例の届出についてご協力願いたい。2016 年

診断例の地域がん登録は、全国がん登録に移行す

ると理解願いたい。 
 

 

2015
年診断

例まで

の届出 

10 資料①P14 のスライドについて、2013 年以前

の届出分は更新できないとの説明だが、全国が

ん登録に移行するためと理解しておけばよい

か？ 

都道府県がんデータベースへ移行する際、2013 年

診断例までのデータは固定(確定)して、更新がで

きない仕組みとなっている。 
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分類 番号 質疑 応答 備考 
2015
年診断

例まで

の届出 

11 2015 年診断例までは紙媒体、今までどおりの

方法でよいか？ 
また、送付先は健康財団でよいか？ 
 

送付方法、送付先はこれまでどおり紙媒体（電子

媒体も可）、健康財団でお願いしたい。 
 

 

届出 
(対象) 

12 死亡した際にも届出が必要か？ 死亡した際の届出は不要である。死亡情報につい

ては、市町から死亡者情報票として入手できるよ

うになっている。なお、剖検発見例については、

死亡日が診断日となる。 

 

届出 
(期限) 

13 届出期限について、2016 年診断例の届出期限

は理解できたが、2014 年、2015 年分の届出期

限はいつまでか？ 

2016 年診断例と同様、翌年末を目安としてご協力

いただきたい。 
資料 1 の P14、大まかな目安で、2014 年診断例は

2017 年度、2015 年診断例は 2018 年度に統計を

確定する予定である。 

 

診断 14 連携パスの適用患者で、主病院で治療するよう

な患者の届出タイミングは？また、当院では療

養型病床があるが、がん末期に対する緩和医療

を実施しているような患者の届出タイミング

は？ 

前医で診断・治療が終わっている場合は、初診日

に基づいて届出する。 
 

診断 15 がん診断・治療に関して、他院でがん診断及び

治療をしており治療自体のことは把握してい

るが、当院でその治療に関与していないような

事例は届け出るのか？ 

がんの診断、治療に関与していない事例に関して

は、届け出る必要はない。がんに対する診断、治

療に関わっている場合が届出の対象である。 

 

診断 16 当院では緩和医療を担当しているが、緩和目的

で初回治療ということで届出すればよいか？ 
 

初診日をもって届出する。  
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分類 番号 質疑 応答 備考 
診断 17 資料２のスライド 6 について、転移性のがんに

ついては届出不要とあるが、転移性肝がんなど

原発不明という場合があるが、この場合の届出

は？  

原発不明例については、原発不明としての届出が

必要となる。 
 

 

予後 
情報 

18 5 年生存率を出したいが、死亡情報が得られる

か？ 
予後情報については、病院からの申請で還元でき

ることになった。今すぐではないものの将来的に

(2018年頃に 2016年死亡者について)可能になる。 

 

経費 19 USB メモリは病院側が負担するのか？ そのとおりである  
広報 20 全国がん登録の実施において、患者さんへの広

報（掲示）の必要性は？ 
国立がん研究センターが作成したポスターを掲示

するなどして、広報をお願いしたい。 
 

ソフト 21 当院は、院内がん登録ソフトに富士通のソフト

を利用しているが、Hos-CanR に乗り換えた方

がよいか？ 

特定のソフトを推奨することはできない。 
電子カルテとメーカーとの相性などもあるので、

個別にご検討いただきたい。 

 

ソフト 22 Hos-CanR Lite の説明をもう少し詳しくお願

いします 
 

国立がん研究センターが全国がん登録の届出のた

めに開発されたデータべース型のソフトで、Plus
の機能を一部省略したソフトと聞いている。PDF
ファイルによる届出との大きな違いは、一度に 10
件以下での届出になるか、CSV ファイルを添付し

て 11 件以上の届出を行うことが可能であるかど

うかである。このソフトを利用すれば、データベ

ース化が可能となるため、独自項目の追加など汎

用性が増す。 
また、年間の届出件数が少ないからといって、推

奨しないわけではなく、届出件数を把握すること

等に意味はある。過去に届出した患者を検索する

などの利点があることも考慮し検討願いたい。 
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分類 番号 質疑 応答 備考 
その他 23 全国がん登録の項目で変わった部分、UICC の

コードがなくなった経緯など。 
UICC はもともと参考情報であり、臨床の先生方

は進展度よりも書きやすいからという理由で届出

票に含まれていた。 
 

 

その他 24 こういう時はどうなるの？というような質問

に答えていただけるところは？ 
全国がん登録については、当面の間、県疾病対策

課にお問い合わせいただければよいが、届出マニ

ュアルの具体的な内容であれば、国立がん研究セ

ンターへメールでの問い合わせをお願いしたい。 
 

 

 


